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〔編集後記〕

◇常脇恒一郎「北大初代農場長南鷹次郎による作物遺伝資源収集とそのコムギコレクショ
ンの近代コムギ遺伝学に対する寄与」を載せた。常脇先生は、コムギの遺伝・進化・育種
学の泰斗、京都大学名誉教授・日本学士院会員である。大学教育史研究の難問は、最重要
のミッションであり、かつ日常の営為である教育・研究、就中研究史（学術史）を、大学
史に位置づけることである。この論文は、北大における学術史の新地平を切り開いた。
◇森本晴生氏（新渡戸文化学園学園長）と深山厚子氏（聖心会シスター、台湾在住）の来
館を記念して、資料見学会「森本厚吉点描――札幌農学校受験から北海道帝国大学離任ま
で」（２０１０年４月９日、７月１５日）を開催した。お二人は森本厚吉の孫にあたる。また、「平
塚直治・直秀の『銹菌研究』来し方――宮部金吾との師弟結びつきを中心に」（１１月１２～
２６日）を開催し、高岡治子氏（直治四女）、西信博・西安信・宮田篤子氏（直治孫）らが、
ご家族ともども見学にみえた。
◇〈記録〉にあるとおり、公文書等大学所蔵資料１２件の移管とともに、２０件の個人資料を
受贈した。上記見学会も個人資料受贈のコロラリーとして開催したものである。個人資料
寄贈者との関係が持続していることは、大学文書館を特徴付けている。
◇大学文書館利用状況（２０１０年１月～１２月）は、参考調査が２７４件、閲覧・複写利用者が
１６１名（１，１２４件）であった。昨年同時期にはそれぞれ２１８件と１３２名であった。ちなみに２２６
開館日、８９閲覧日であった。利用状況は以前にも増して濃密である。
◇北海道大学史にとって、植民地とのかかわりはいずれの時期においても深甚なテーマで
ある。『北大百年史』では、植民地に職を求めた卒業生の動静、田中愼一「植民学の成立」、
長岡新吉「北大における満蒙研究」、『北大百二十五年史』では、井上勝生「札幌農学校と
植民学――佐藤昌介を中心として」、竹野学「植民地開拓と『北海道の経験』――植民学
における『北大学派』」を載せている。「台湾に渡った北大農学部卒業生たち」と北大農学
部卒業生の「渡台者一覧」は、少なくとも『北大百年史』の記述を前進させる。
◇井上勝生「戦時下、時代に棹さした北大生宮澤弘幸、再論――逸見勝亮氏『宮澤弘幸・
レーン夫妻軍機保護法違反冤罪事件再考』評」は、第７回北海道大学史研究会（２０１０年７
月２９日）報告「宮澤弘幸・レーン夫妻冤罪事件再考――北海道大学所蔵史料を中心に」に
対するコメントである。これは、第７回北海道大学史研究会における討論の続きにして発
展形である。知的興味と緊張を得られるのは幸甚である。 （逸見）
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